平成21年4月19日
学校からの情報提供に関するアンケート
トライアル調査について
国際大学GLOCOM 准教授 豊福晋平
利用者動向とニーズを知るために
学校ウェブサイト最大の目的とは、学校活動の外部透明化を図ることで、保護者や地域から学校への信頼と支持を獲得することにあります。
学校ウェブサイトの実績・成果を形に表すには、まず更新頻度を継続的に記録したり、掲載情報の種類をチェックしたりすることが可能ですが、それだけでは、情報発信側の記録しか残りません。ウェブサイトが本当に有効に機能しているか否かを知るには、利用者から戻りの情報を積極的に得る必要があります。
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図 1　学校ウェブサイトの評価枠組み
このアンケートは、過去12年にわたる学校ウェブサイト研究の成果をもとに、学校ウェブサイト利用者の利用動向やニーズを把握するために企画されました。図２のような構造により、客観的な数値として結果が捉えられるよう、工夫されています。
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図 2　アンケート調査の構造
アンケート調査のメリット
アンケートを実施すれば、まず利用者がどの手段を用いてウェブを閲覧しているか、どの程度の頻度で学校ウェブサイトを閲覧するのか、といった基本的な属性情報とともに、ウェブサイトに対するニーズや学校に対する好意・関心・関与度を測ることができます。

短期的には、利用者の評価・要望を知ることで、現状のサイト構成を改善する際のヒントを得ることができます。さらに、回答者の属性（利用頻度や閲覧方法）で比較を行えば、属性ごとの特徴抽出から細かな対応策を立案することが可能です。

長期的には、この標準質問を定期的継続的に行うことで、様々な手段がどの程度広報の効果を生んでいるのか、学校自体の評価にどの程度影響しているのかについて、客観的数値によるデータを残すことができ、年度を越えて比較検討を行うことができます。このような長期的な展望を行うことで、学校経営上重要なヒントを得ることができるでしょう。

留意事項
この調査は、学校ウェブサイトのアンケート調査に関する運用可能性を試験する目的で行います。したがいまして、事前に次の事項についてご理解ご了承いただくよう、お願いいたします。

· 本調査で各学校から得た結果は、研究目的で公表することがあります。ただし、個別回答や学校名称を公表することはありません。また、本調査で知り得た個人情報・結果を研究目的以外に利用することは一切いたしません。
· 本調査で収集するアンケートデータは、個人情報を含みませんので、個人情報保護に関する法規とは直接関わりませんが、学校評価等と一部内容的な重複が生じる可能性があります。特に所轄教育委員会の担当者には、事前によく説明し、理解を得るよう努めてください。
平成21年4月19日
学校からの情報提供に関するアンケート調査・手順書
国際大学GLOCOM 准教授 豊福晋平
調査実施手順（保護者用アンケート）
1. 調査準備
オフセット印刷によるマークシート用紙を必要部数取り寄せるか、用紙を印刷します。
結果読み取りのエラーを防ぐためには、オフセット印刷用紙の利用をお勧めします。
オフセット用紙は実費＋送料で配布します（詳細はお問い合わせください）。

印刷配布する場合は次の通りとします。
最新版のマークシート用紙PDFをダウンロードします。
マークシートは、あらかじめ表紙備考欄に学校名を記入してから印刷します。
　・A4用紙に表裏で印刷し配布します。
　・仕分け作業の都合上、説明文書とマークシートは別の用紙に印刷し、マークシー
　　トのみを回収してください。
　・用紙は厚手が望ましいですが、学校で通常利用する再生紙でも問題ありません。
　・機械読み取りを行うため、印刷時は上下左右の歪みや傾き、大きなかすれや
　　にじみが生じないようご注意ください。
　・用紙上下にある黒い四角に欠けが生じると読み取りできなくなりますので、
　　特に注意が必要です。

調査実施に関する保護者向け文書を作成し（別紙１）、必要部数印刷します。

2. 調査実施
保護者向け文書とともに、マークシート用紙を配布します。通常回答期限は３日～１週間程度です。期間を長く設定し過ぎるとかえって回答率が下がります。
読み取り時のトラブルを避けるため、マークシートは折り曲げないよう指示します。

3. 調査処理
回収したマークシートを学級ごとにとりまとめます。
学級ごとの回収数をチェックし、上下・表裏をそろえて束にします。
教職員用アンケートと合わせて、指定された届け先までお送りください。

【別紙１】
平成○○年○月○○日
保護者各位
アンケート調査ご協力のおねがい
○○○立○○○学校　校長　○○○○
保護者の皆様には、いつもご協力ご支援をいただき厚くお礼を申し上げます。
さて、このたび本校では、学校からの情報提供、特に学校ホームページの改善のため、国際大学GLOCOMの協力のもと、保護者の皆様を対象としたアンケート調査を実施いたします。ご多用の折とは存じますが、ご協力いただけますようお願いいたします。

なお、この調査データは目的のみに用いるものとし、統計処理による集約結果のみを公表しますので、個別の回答が明らかになることはありません。
記
目的　学校からの情報提供・学校ホームページの利用状況および意識の現状把握
内容　学校ホームページ利用状況など、44項目で構成されています。
　　　平均回答時間は約17分です。

【 マークシートの回答方法 】

このアンケートはマークシート形式で行い、結果を機械で読み取ります。

選択式の回答は、該当箇所のマークを鉛筆で濃く塗りつぶしてご回答ください。

記入を間違えた場合は、かならず消しゴムで消してください。

[image: image3.png]


: 空白マークの例　[image: image4.png]


: 正しい塗り潰しの例　[image: image5.png]


: 不十分な塗り潰しの例

この用紙は機械で処理します。回答欄以外に書き込みをしたり、用紙を汚したり、
折り目を付けたりしないように注意してください。

期限　回答用紙は、○月○日
までに担任へご提出ください。
備考　本アンケート調査は、国際大学GLOCOM（i-learn.jp）が、結果の統計分析を担当します。
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